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徳島方言における推奨を表す「タラワ」について
島田 武＊1
（原稿受付日 令和 2 年 8 月 3 日   論文受理日 令和 年 月 日）
On Expression of Recommendation -tarawa
in the Tokushima Dialect
Takeshi SHIMADA*
(Received 3rd August 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
This paper investigates the form and function of -tarawa in the Tokushima Dialect. The item can be
divided into -tara and wa. The former is the suppositional form of ta, and the latter is a sentence-final 
particle. They are unified and behave as a single sentence-final particle. The item -tarawa stands for 
three functions: recommendation, suggestion, and imperative. These functions derive from the 
combinations of addressee’s benefit, addressee’s intention and/or coercion of an action by the speaker.
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Current situation of internati nal academic p tnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Receiv d 12th November 2020, A cepted 17th February 2021)
Abstract
This brief eport a ms no  only to u erstand current situation of internation l ac demic par nership at 
Muroran Institute of Technology (Mu oranIT), but als  offer some proposals for further dev lopme t 
of acad mic coop ration and exchang with overseas universities and institutes. This report consist  of 
four sections, and its main points are pres nted in Section 2 and 3. In S ctio  2, the cu rent status of 
MuroranIT’s partnership coveri g its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
int rnational acade ic p rtnership of MuroranIT, the author makes some propos ls in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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Abstract
This brief r port aims not only to understa d current situation of international academic partnership at 
Muroran Ins itu e of Technol gy (MuroranIT), but al o ffer so e proposals for further development 
of academic ooperation and exchange with overseas u iversities and institu es. This report consi t  of 
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internati nal acade ic partnership f MuroranIT, the author makes som  proposals in university 
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(12) ヒガ テッタラ センタクモンモ カワキヤスイノニ。
(13) イケタラ イキマス。
(14) オワッタラ レンラクシテ クダサイ
(15) ノミカイニ クルンダッタラ ナンカ タベルモン モッテキテ。
(16) ボタンヲ オシタラ ヒカリマス。
一方、(17)から(20)は願望と勧めを表す例で、標準日本語の(6)から(9)に対応する。
(17) イツカ アラスカデ オーロラガ ミレタラ。
(18) アセ カイトーシ ツメタイモンデモ ノンダラワ。
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(24) a．ソトハ サムイケン モウスコシ オッタラワ／*オッタラ
外は  寒いので  もう少し  いれば
 b. オソーナル イイヨッタケン サキニ タベヨッタラワ／*タベヨッタラ
  遅くなると 言っていたので 先に  食べてたら
c. オモタイケン ココニ オイトイタラワ／*オイトイタラ
      重いから   ここに 置いておいたら 
(24a)ではオルという動詞に、(24b)ではヨルという助動詞に、(24c)ではテオクにそれぞれタラワが後続し
ている。




   食べたら。
(26) *タベンカッタラワ。／*タベナンダラワ。
   食べなければ。
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(27) タベルン ヤメトイタラワ。
   食べるの やめておいたら。
(28) タベルン ヤメタラワ。











(29) a. ハヨ オキタラ マニアウ ダロ。
     早く 起きれば 間に合う だろう
  b.  マニアイタカッタラ ハヨ オキタラワ。
     間に合いたければ 早く  起きたら。
(30) a. ハヨ オキリャ マニアウ ダロ。
         早く 起きれば 間に合う だろう
    b.   * マニアイタカッタラ ハヨ オキリャワ。







2. 1. 4 主節としての「タラワ」




   食べたければ  食べれば
(32) マニアイタカッタラ ハヨ オキタラワ。（=29b）
   間に合いたければ  早く  起きたら。
(33) タベタカッタラ タベナ
   食べたければ  食べろ
(34) マニアイタカッタラ ハヨ オキナ
   間に合いたければ  早く 起きろ。
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(39) 素直に喜べば ↓                      （元春英(2010: 202)より引用）
(36)から(39)を見ると、タラ形もレバ形も上昇と下降のイントネーションを持ちうることがわかる。これ
らを対応する徳島方言で表すと(40)から(43)のようになる。
(40) モウ ツキアウン ヤメタラワ↑
(41) ホレダッタラ モエチャントノ ケンカモ ヤメタラワ↑
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(39) 素直に喜べば ↓ （元春英(2010: 202)より引用）
(36)から(39)を見ると、タラ形もレバ形も上昇と下降のイントネーショ を持ちうることがわか 。これ
らを対応する徳島方言で表すと(40)から(43)のようになる。
(40) モウ ツキアウン ヤメタラワ↑
(41) ホレダッタラ モエチャントノ ケンカモ ヤメタラワ↑






(44) シャワー使ったら？ （白川博之(1995: 33)より引用）












   居たら。
(46) キタラワ。
   来たら。
(47) ハシッタラワ。
   走ったら。
(48) *シンダラワ。
   死んだら。
(49) *ニュウシニ オチタラワ。
   入試に    落ちたら。
(50) *フラレタラワ。








   死んでみたら。
(52) ニュウシニ オチテミタラワ。
   入試に落ちてみたら。
(53) フラレテミタラワ。




















   居たら。
(46) キタラワ。
   来たら。
(47) ハシッタラワ。
   走ったら。
(48) *シンダラワ。
   死んだら。
(49) *ニュウシニ オチタラワ。
   入試に    落ちたら。
(50) *フラレタラワ。








   死んでみたら。
(52) ニュウシニ オチテミタラワ。
   入試に落ちてみたら。
(53) フラレテミタラワ。
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  話し手：エンリョセント、タベタラワ。
       遠慮しないで、食べれば。
(56) 聞き手：（バスにのってくる友達を待ってそわそわしている。）
   話し手：バステイマデ ムカエニ イッタラワ。






(57) エンリョセント タベタラエエ  ／ タベナ
   遠慮しないで  食べればいい  ／ 食べろ




       肌寒いな
話し手：ホナ  ウワギヲ ハオッテイッタラワ。
       じゃあ 上着を  羽織っていったら。
(59) 聞き手：モウスグ テスト ジャ。
       もうすぐ テスト だ。
   話し手：イマノウチニ ベンキョウ シトイタラワ。








3. 2. 3 「命令」の「タラワ」
 3.2.2 節の「提案」の「タラワ」と同様の場面で、話し手が聞き手の利益を考慮しなくなると、強制
力が上がり、「タラワ」は「命令」の意味を帯びる。
(60) 聞き手：タベキレンカッタケド モウ オナカ イッパイ
       食べきれなかったけど もう おなか いっぱい
   話し手：サイゴノ ヒトツ タベトイタラワ
最後の  一つ  食べておいたら
(60)では、すでに聞き手が満腹して食べ物を残しているのを知ったうえで、食べきるように聞き手に向
島田 武 

















(62) a.  チョット シズカニ シテダ↓



















「推奨」 〇 〇 × 
「提案」 〇 × × 
「命令」 × × 〇 
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(62) a.  チョット シズカニ シテダ↓



















「推奨」 〇 〇 × 
「提案」 〇 × × 
「命令」 × × 〇 
徳島方言における推奨を表す「タラワ」について 



















   もし 暇だったら？
(64) モシ コレタラワ？
   もし 来られたら？
(65) モシ ウカッタラワ？
   もし 受かったら？
(66) モシ ハチジマデニ ツイタラワ？
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